
温帯の山地に生える高木で、高さ18mに及ぶ場合もある。葉は有花枝には1-2対、無花枝には1-3対を生

じ、葉身はほぼ5角形、長さ6-15cm、幅5-16cm、3-5浅裂し、基部は浅心形から切形、裂片の先は尾状。葉

柄は長さ2-11cm、先端近くに毛がある。花期は7-8月。

宍粟市などで新たに確認された。

－
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Acer  nipponicum  H.Hara

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

宍粟市、豊岡市、養父市、香美町、新温泉町、丹波篠山市

■ 国内分布

本州（岩手県、秋田県以南）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ムクロジ科

兵庫県ランク…テツカエデ
環境省ランク… －


